
 

平成２６年度第１０回役員会 議事要旨 

 

 日 時  平成２７年３月２日（月） １３時１０分～１６時２８分 

 場 所    学長室 

 出席者    和田学長，大矢理事，鈴木理事 

欠席者    海老名理事 

陪席者    近藤副学長，関事務局長，石橋監事，末永監事 

 

議事に先立ち，学長から，議案９「小樽商科大学グローカル戦略推進センター設置（案）に

ついて」，議案１０「小樽商科大学学則の一部改正（案）について」及び議案１１「国立大学

法人小樽商科大学グローカル戦略推進センター規程（案）について」を追加する旨発言があっ

た。 

続いて，事前に配付している前回（２月１３日）の役員会の議事要旨の確認が行われた。 

 

 

議      案 

 

１．学長政策経費の基本方針の変更について 

 

和田学長から，審議資料１に基づき，学長政策経費の基本方針の変更について諮られ，審

議の結果，原案どおり議決された。 

 議決後，和田学長から，本件については，平成２７年度予算から運用することとする旨発言

があった。 

 

 

 

２．平成２７年度小樽商科大学収入・支出予算書について 

 

和田学長から，審議資料２に基づき，平成２７年度小樽商科大学収入・支出予算書につい

て諮られ，審議の結果，原案どおり議決された。 

議決後，和田学長から，本件については，平成２７年度小樽商科大学予算編成方針（案）

と合わせて，平成２７年３月１６日開催の経営協議会に附議するとともに，３月２０日開

催の学部・大学院合同教授会に報告することとする旨発言があった。 

 

 

 

３．平成２７年度 年度計画（案）について 
 

和田学長から，審議資料３に基づき，平成２７年度 年度計画（案）について諮られ，審

議の結果，原案どおり議決された。 

議決後，和田学長から，本年度計画案のうち「経営に関するもの」については３月１６日に
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開催する経営協議会に，「経営に関するもの」以外の計画については，３月５日開催の学部・

大学院合同教授会及び教育研究評議会に附議することとする旨発言があった。  

 
 
 

４．役員報酬の支給基準改正（案）について 
 

和田学長から，審議資料４に基づき，役員報酬の支給基準改正（案）について諮られ，審

議の結果，原案どおり議決された。 

 議決後，和田学長から，本件については，経営協議会における審議事項とされているため，

３月１６日開催の経営協議会に附議することとする旨発言があった。 
 
 
 
５．教員就業規則の一部改正（案）について 
 

和田学長から，審議資料５に基づき，教員就業規則の一部改正（案）について諮られ，審

議の結果，原案どおり議決された。 

議決後，和田学長から，本件については，就業規則に関することから，今後，組合への情報

提供及び過半数代表への意見聴取を経て，３月２３日開催の役員会に附議することとする旨発

言があった。 
 
 
 
６．職員の勤務時間、休暇等に関する規程及び非常勤職員就業規則の一部改正（案）について 
 

和田学長から，審議資料６に基づき，職員の勤務時間、休暇等に関する規程及び非常勤職員

就業規則の一部改正（案）について諮られ，審議の結果，原案どおり議決された。 

議決後，和田学長から，本件については，就業規則に関することから，今後，組合への情報

提供及び過半数代表への意見聴取を経て，３月２３日開催の役員会に附議することとする旨発

言があった。 
 

 

 

７．国立大学法人小樽商科大学憲章の一部改正（案）について 
 

和田学長から，審議資料７に基づき，国立大学法人小樽商科大学憲章の一部改正（案）につ

いて諮られ，審議の結果，原案どおり議決された。 

議決後，和田学長から，本件については，平成２７年４月１日より施行することとする旨発

言があった。 
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８．国立大学法人小樽商科大学における研究活動の不正行為防止に関する規程の制定について 
 

和田学長から，審議資料８に基づき，国立大学法人小樽商科大学における研究活動の不正行

為防止に関する規程の制定について諮られ，審議の結果，以下の修正を加えた修正案について

議決された。 

 

【修正点】 

「別表第２ 通報窓口（第１１条関係）」を「別表第２ 通報窓口（第１３条関係）」とする。 

 

 議決後，和田学長から，本件については，平成２７年３月２日付けで制定し，施行すること

とする旨発言があった。 
 
 

 

【追加】９．小樽商科大学グローカル戦略推進センター設置（案）について 

 

和田学長から，審議資料９に基づき，小樽商科大学グローカル戦略推進センター設置（案）

について諮られた。 

続いて，意見交換等が行われ，審議の結果，原案どおり議決された。なお，軽微な修正等に

ついては学長に一任することとなった。 

 

【意見交換の主な内容】 

○グローカル戦略推進センターに言語センターが加わっていない理由は，本学の言語センター

は他のセンターと異なり，学科と同等の位置づけとして機能しているためである。今後，グロ

ーカル戦略推進センターの役割を果たすうえで，言語センターも関与していくこととなる。 

 

○研究マネジメント支援室は全教員が所属する形態としている。全学的にグローカル戦略推進

センターを動かしていくこととし，研究支援を充実させていくこととする。 

 

議決後，和田学長から，本件については，３月１６日開催の経営協議会，３月２０日開

催の学部・大学院合同教授会及び教育研究評議会に附議することとする旨発言があった。 

 

 

 

【追加】１０．小樽商科大学学則の一部改正（案）について 

 

和田学長から，審議資料１０に基づき，小樽商科大学学則の一部改正（案）について諮られ，

審議の結果，原案どおり議決された。 

議決後，和田学長から，本件については，３月１６日開催の経営協議会，３月２０日開

催の学部・大学院合同教授会及び教育研究評議会に附議することとする旨発言があった。 
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【追加】１１．国立大学法人小樽商科大学グローカル戦略推進センター規程（案）について 

 

和田学長から，審議資料１１に基づき，国立大学法人小樽商科大学グローカル戦略推進セン

ター規程（案）及び小樽商科大学グローカル戦略推進センター移行に伴う経過措置に関す

る規程（案）について諮られ，審議の結果，原案どおり議決された。なお，軽微な修正等に

ついては学長に一任することとなった。 

議決後，和田学長から，本件については，３月１６日開催の経営協議会，３月２０日開

催の学部・大学院合同教授会及び教育研究評議会に附議することとする旨発言があった。 

 

 

 

報 告 事 項 

 

１．小樽商科大学商学部及び大学院商学研究科の「ディプロマ・ポリシー」及び「カリキュ

ラム・ポリシー」等の制定について 

 

 和田学長から，報告資料１に基づき，小樽商科大学商学部及び大学院商学研究科の「ディプ

ロマ・ポリシー」及び「カリキュラム・ポリシー」等の制定について報告があった。 
 
 
 
２．パンフレット等の作成について 

 和田学長から，報告資料２に基づき，パンフレット等の作成について報告があった。 
 

 

 

最後に，和田学長から，次回の役員会については，議案が生じたため３月１６日（月）経営

協議会終了後に臨時で開催する予定である旨，発言があった。 

 

引き続き，役員懇談会が行われた。 

 

 

 

以 上 
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